
例会当番 網本 

 

 

 ゲスト    ㈱ケミカルテクノロジー代表取締役兼ブルネイ大学教授 北村 透氏 

         随行者 ワンエココーポレーション合同会社  代表 山本 壱郎氏 

 ﾋﾞｼﾞﾀｰ     

          

 出席率   会員数 17名 出席数   11名 欠席数 4名 出席率 73.33％ 

         出席計算会員数 15名    10 月  7日  補正出席率 93.33％ 

 

 欠席者    4名 榊 清水 鈴木 松尾 

 

 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ   2020年 10月 22日 第 2回社会奉仕小委員会 好﨑 
      2020年 10月 24日 第 4回会員維持増強委員会 林 
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前週例会報告 

ＲＩテーマ   ロータリーは機会の扉を開く 

2020～2021 年度 RI 会長 ホルガー・クナーク 

ほ 

   第 16回( 11月   11日 ） 
 
 

 卓話 

「ロータリー月間に因んで」 

 

宮宅 勇二会員 

 

        （ 11月   18日 ） 
  

午後 6時半からに変更 

卓話 

「会員増強について」 

 

持田 俊介氏（神戸東灘ＲＣ） 

★ ソング担当 ★ 卓話 ㈱ケミカルテクノロジー代表取締役兼ブルネイ大学教授 北村 透氏 



 

  

 

 

10月 24日は世界ポリオディーでした。 

ロータリークラブは 1985 年にポリオプラス・プログラムが始まって以来、ポリオ根絶のために

20 億ドル以上の寄付を行ってきました。ポリオ根絶活動のために年間 5000 万ドルの寄付金を集め

る取り組みも行っており、これにビル＆メリンダ・ゲイツ財団より 2倍の上乗せが加わります。こ

れにより、毎年 1億 5000万ドルを、「ポリオのない世界」という子供たちへの約束を果たすための

活動資金に充てられています。 

アフリカ大陸からポリオ根絶の朗報が届きましたが、後もう少しでポリオがなくなりますが、今、

この活動を止めれば、ウイルスが再び流行し、年間 20万人以上の子供たちに発症するという元の状

態に戻ります。未来の子供たちが「ポリオ」という言葉を目にするのが、歴史の本だけになる日を

目指してもう少し頑張りましょう。 

ポリオが発症しなくなっても暫くの間ポリオワクチンの接種やキャンペーンを続けないといけ

ません。そのためにも財団に寄付をしていただかなければなりません。 

ポリオ撲滅プログラムを行っております、インド・パキスタン・ウクライナの活動を少し紹介い

たします。 

パキスタンでは、ロータリアンのタヤバ・グルさんが医療従事者チームと協力して、ポリオワク

チンの重要性について母親と子供たちに教育を行っております。インドのヘメランド・ベルマさん

は医療従事者とボランティアを通じてすべての子供たちに予防接種をすることを奨励しておりま

す。ウクライナのセルフィ・ザバスキーさんは子供への予防接種に消極的な人たちに情報を提供す

るために、ソーシャルメディアや公共イベントを利用して啓発プログラムを実施しております。 

これらの献身的な人たちの活動を支えるためにも「ポリオのない世界」を目指してもう少しこの

活動に協力していただきたいとお願いいたします。 

 

  

 

 

① 回覧します 
 ・The Rotarian November 2020（ロータリーの友英語版） 
 ・仙台平成ロータリークラブ週報 
 ・地区補助金プロジェクト見学訪問のご案内（尼崎東ＲＣ）参加ご希望の方は事務局まで 

お知らせ下さい。 
・(公財)加古川市国際交流協会より広報 Vol.38 
・熊本平成ロータリークラブ週報 

② Boxに月信、Ｒの友、を入れています。 
③ ＲＩロータリー財団より、当クラブに 2019-20年度『Every Rotarian, Every Yearクラブ』、 

『100％ロータリー財団寄付クラブ』のバナーが贈呈されました。 
④ 清水会員にポール・ハリス・フェロー認証状とピンが届いております。 
⑤ 宮宅会員が 2020 年秋の褒章を受章されました。おめでとうございます。新聞掲載を回覧します。 
⑥ 次週 18 日(水)の例会は、時間変更で午後 6 時 30 分からになります。お間違いのないようにお願

いします。本日より受付で会費を集金いたします。 
⑦ 例会終了後に商工会議所Ｂ１特別室にて定例理事・役員会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 例会欠席の時は必ず事前に事務局へ連絡！ 本日の幹事報告 
 

会 長 の 時 間  会 長  好 﨑  泰 州 



 

 

SONG  TODAY 
 

加古川平成ロータリークラブ歌 
    作詞；平松弘光   作曲；平松愛理 

 

大空を心に描き 

昇る日は世界を結ぶ 

人と人共に歌おう 

永久
とこしえ

の友情誓い 

瀬戸内の加古の里から 

呼びかける平成ロータリー 

平成ロータリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    RI会長からのメッセージ 

2020年 11月 

ホルガー・クナーク 2020-21年度会長 

 

地域社会と私たち自身に変革を起こすロータリーの素晴らしい力のことは、

皆さんご存じだと思います。とはいえ、どの地域社会にもないがしろにされ

ている人びとはいて、ロータリーはその人たちに充分な働きかけを行ってき

ませんでした。 

そこで、RI理事会はロータリーがより多様な人びとを歓迎するように行動を

起こします。性別、人種、信仰、年齢、その他の要素にかかわらず新会員を

クラブが勧誘できるように多様性、公平さ、開放性を促進するタスクフォースを設立しました。

これで私たち皆が求め、必要としている変化が速やかに実現されることでしょう。また、2022-23

年度 RI会長に初の女性会長としてジェニファー E. ジョーンズさんが選出されたのも、この流れ

だと言えます。 

草の根レベルでは、クラブは開放性と多様性を高めるために動いています。今回は、ビッグウェ

クラブ会報・雑誌 

記録小委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



スト・ローターアクト多地区合同情報組織（MDIO）の理事で、ロータリー青少年指導者養成プロ

グラム（RYLA）の学友、サレー・ニュートン・ローターアクトクラブ（ブリティッシュコロンビ

ア州）の元会長であるアリア・アリさんがお話ししてくれました。 

「４年前に RYLAに参加したときの安心感はいまだに覚えています。ようやく私の仲間が見つかっ

た、この人たちは私と同じくらい人びとのことを気にかけている、と。世界中で、ロータリーは

この気持ちを胸に活動しています。地域社会に奉仕し、問題の規模や範囲があまりにも大きくて

ほかの人ならあきらめてしまうところでも、私たちは行動を起こします。 

この精神を今後も大切にしていきましょう。対話が困難な場合はなおさらです。人種差別や偏

見、差別はいろいろな形をとりますが、どの国にも、どの街にも、どの人の心にも存在します。

どうすれば根絶やしにすることができるでしょうか。 

私は多様性・公平さ・開放性のコンサルタントとして、組織が共感性によってあらゆる人びとに

力を与え、あらゆる人びとを魅了する文化をつくりあげるお手伝いをしています。人のために自

分自身のことのように泣いたり笑ったりするとき、その人に対して偏見を持つことは難しいので

す。どの子どもにも自分の子どもを思わせられるとき、どの女性にもどの男性にも自分の母親や

兄弟を思わせられるとき、世界は違った形で見えてきます。 

共感性のレンズを通して四つのテストを実践していきましょう。自分たちの地域で、女性も含め

てあらゆる人びとと信頼関係や友情を築いているでしょうか。あらゆる年齢層の人びとにとって

公平で、恩恵がもたらされているでしょうか。下さなくてもいいような決断を強いられている人

はいるでしょうか。 

ロータリー国際大会がラマダーンの最中に開催されたとき、私はロータリーと信仰のどちらかを

とらないといけないという選択を迫られて苦悩しました。私はこう思ったのです。『あらゆる関係

者にとって公平で恩恵があるようにしようと言っているのに、イスラム教徒である私は含まれな

いのだろうか』『国際大会がイースターの最中に開かれることなどあるだろうか』と。厳しい質問

を自分たちに突きつけてこそ、私たちはより開放され、より多様なロータリーの創造に着手する

ことができます。 

ロータリーはすでにこれほど多くの人びとを世界中でつなげています。さらに多くの人びとが参

加できたら、可能性はどれほど広がることでしょう。それこそ、私が見たいと願うロータリーの

未来の姿です。たゆまざる奉仕活動、あくなき支援、そして理想を現実に変えていく力です」 

ロータリーには大きな心があります。扉を今より大きく開けば、新しい意見や視点を持った興味

深い人びとが何人も見つかるかもしれません。いろいろなクラブが異なるやり方や文化、機会を

すでに提供しています。あるクラブであまり居心地が良くないと感じる人は、別のモデルに基づ

いて創設された新しいクラブにぴったり合っているかもしれません。あらゆる新会員がクラブと

合っているかどうか確かめるのが大事です。ロータリーは、多様性を通じて機会の扉を開きま

す。 


